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☆児童養護施設の最低基準が変わる！？ 
～細川厚労大臣が記者会見でコメント～ 

 

最近、タイガーマスク等からの寄付が全国の児童養護施設に

届けられるというニュースがたくさん入ってきます。みなさん

の施設はいかがですか？連日、メディアでも取り上げられ、児

童養護施設がテレビなどを通して一般の方の目に触れること

が増えました。 

そんな中、細川厚生労働大臣の記者会見の中で、「児童養護

施設の職員を増やす方向で検討している…」という言葉があり

ました。現在の児童養護施設の最低基準はS23年に定められ

たままです。現場では、なんとかならないだろうか…という声

がずっとでていました。今回のタイガーマスク現象は、児童養

護施設の見直しに追い風となるのでしょうか！？そして、児童

養護施設だけでなく、児童福祉施設全般の見直しにつながるこ

とを願います… 

 

■細川大臣閣議後記者会見概要はこちら 

http://www.mhlw.go.jp/stf/kaiken/daijin/2r98520000010mbs.html 
■児童福祉施設最低基準（昭和23年厚生省令第63号） 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23F03601000063.html 
■最低基準の根拠規定：児童福祉法第45条（昭和22年法律第164号）

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi より検索！ 

子どもの人権情報ネットワーク ニュースより 

(CRIN：The Child Rights Information Network) 
 

☆世界から見た日本の子どもの人権 
昨年、サッカーワールドカップで世界が盛り上っている頃…

CRINも独自の採点法で“子どもの人権ワールドカップ”を開催し

ていました！！子どもの人権問題に世界は高い関心を向けていま

すが、果たして日本の意識は……！？ 

この CRINワールドカップ、例えば『18才以下の選挙権』を認

めていれば１点、認めていなければ‐１点など、子どもの人権に関

する全 11項目の得点を、サッカーワールドカップに参加した 32

ヶ国で争うというものです。結果、優勝は 10点を取ったスペイン。

日本は 3点、7カ国同位の 18位でした。敗因は、『18才以下選挙

権が無い：-1点』 の他にも、『体罰法が無い：-1点』、『子どもの

オンブズパーソン（政府に対する苦情を、子どもの代理で調査、処

理する人）が定められていない：-1点』、『Child Rights Committee

（CRC：子どもの人権委員会）への情報公表が留保されている：-1

点』 と、4項目にマイナスがあること。また、『“コンプライアン

ト･メカニズム”のサポート（国連が推奨している条例を国の法律

として取り入れることを促進するためのシステム作り）：0点 』な

ど、参加のみで積極的な姿勢が見られないことで得点が伸びません

でした。 

☆紀要 No.8 を発刊しました！ 
センターでは、毎年1冊、紀要を発刊しております。今年度の紀要の内容をちょっとご紹介します。 

巻頭には、「子どもの貧困」というテーマで松本伊智郎先生に執筆頂きました。松本先生は、近年進行しつつある我が国の子ど

もの貧困状況をいち早くキャッチし研究に取り組まれた専門家のお一人です。日本の現状をまとめてくださっています。続いて

は、ジャーナリストの椎名篤子先生の講演記録です。椎名先生は、日本に子ども虐待の認識を広めていくきっかけの 1 つとなっ

た「凍り付いた瞳」の原作者であり、講演では「マンガで届ける子ども虐待防止」というタイトルでマンガとして発刊された経

緯や、その後の反響等興味深いお話しをくださいました。 

また、センターでは昨年26本の研修を実施し、数多くの講義や演習が行われたのですが、その中から4つの講義を取り上げ、

編集掲載いたしました。「アタッチメント理論の現状と課題（遠藤利彦先生）」、「子どもの記憶（仲真紀子先生）」、「日本における

性的虐待の実態と対応の現状（山本恒雄先生）」、「施設における家族への援助（島川丈夫先生）」です。いずれも我が国の子ども

虐待対応において、重要かつ実践に役立つ内容豊かな論考です。エッセイとしては、昨年に引き続き、研究部長の川﨑二三彦が

「ことはじめ・児童虐待防止事業」を、研修部長の増沢高が「つなぐ思い―オレンジリボンたすきリレーへの思い４―」、研修部

員の南山今日子が「インターネットでカンファレンス！」を執筆しております。また、研究や研修、専門相談などセンターの事

業報告も載っております。 

センターのHPにもアップしておりますので、ぜひぜひご覧ください。 
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お正月が昔のことの

ように思えるのは 

私だけでしょうか…

           企画・編集室（担当：南山）お気づきの点は下記まで… 

〒245-0062 横浜市戸塚区汲沢町９８３番地 子どもの虹情報研修センター 

TEL 045-871-8011 FAX 045-871-8091 Email info@crc-japan.net 


